
吸収分割にかかる事前開示書面 

2026 年 6月 11 日 

（吸収分割承継株式会社）オリックス株式会社 

代表執行役 髙橋 英丈 

 当社は、筑波リース株式会社（本社：茨城県つくば市東新井 15 番 4、社長：長島 明

伸、以下「筑波リース」）との間で 2026 年 5月 27 日に締結した吸収分割契約書（別紙 1）

に基づき 2026 年 8月 1日を効力発生日として、当社を吸収分割承継会社、当社の連結子

会社である筑波リースを吸収分割会社とする吸収分割（以下「本分割」）を行うこととい

たしました。 

 そこで、当社は、会社法第 794 条第 1項及び会社法施行規則第 192 条に基づき、吸収分

割契約の内容その他法務省令で定める事項を下記の通り開示いたします。 

記 

１ 吸収分割契約の内容 

  別紙 1のとおりです。 

２ 吸収分割の対価に関する定めの相当性に関する事項（会社法施行規則第 192 条第 1 

号） 

  当社は、筑波リースの 2026 年 7 月 31 日時点の産業用機械、事務用機器、コンピュー

タ、医療機器、光学精密機器、電気機器、輸送用機器（但し、自動車を除く。）及び什

器備品等に係るリース・割賦販売事業における債権の価額を、吸収分割の対価として支

払う予定です。なお、対価となる承継対象事業に係る債権の価額を算定するにあたって

は、帳簿簿価を基準として算定・決定していることから、相当であると判断しておりま

す。 

３ 筑波リースについての次に掲げる事項（会社法施行規則第 192 条第 4号） 

（1）最終事業年度に係る計算書類等の内容（同号イ） 

  最終事業年度の筑波リースの計算書類等は別紙 2のとおりです。 

（2）最終事業年度の末日後の日を臨時決算日とする臨時決算書類等があるときは、当該 

臨時計算書類等の内容（同号ロ） 

  該当事項はありません。 

（3）最終事業年度の末日後に重要な財産の処分、重大な債務の負担その他の会社財産の 

状況に重要な影響を与える事象が生じたときは、その内容（同号ハ） 



  該当事項はありません。 

 

４ 当社についての次に掲げる事項（会社法施行規則第 192 条第 6号） 

  当社において最終事業年度の末日後に重要な財産の処分、重大な債務の負担その他の

会社財産の状況に重要な影響を与える事象が生じたときは、その内容（同号イ） 

  該当事項はありません。 

 

５ 本分割が効力を生ずる日以後における当社の債務の履行の見込みに関する事項（会社

法施行規則第 192 条第 7号） 

  貸借対照表における当社（連結）の令和 8年 3月 31 日現在の資産の額は 18,002,776

百万円、負債の額は 13,378,965 百万円、純資産の額は 4,573,068 百万円であり、その

後、これらの額に重大な変動は生じておりません。当社は、米国会計基準のため、純資

産は当社株主に帰属する株主資本合計を記載しています。 

 本分割により、当社を承継会社として移転する債権の価額は 2,166 百万円、負債の価

額は 8百万円となる見込みです。 

 また、本分割の効力発生日までに当社の資産および負債の状況に重大な変動を生じる

事態は現在のところ予測されていません。したがって、本分割後における当社の資産の

額は、負債の額を十分に上回る見込みです。 

 以上の点、ならびに当社の収益状況及びキャッシュ・フローの状況等に鑑み、当社の

負担する債務については、本分割の効力発生日以降も履行の見込みがあると判断しま

す。 

 

６ 吸収分割契約備置開始日後吸収分割が効力を生ずる日までの間に、会社法施行規則第

192 条第 1号ないし第 7号に掲げる事項に変更が生じた場合の変更後の当該事項（会社

法施行規則第 192 条第 8号） 

  会社法施行規則第 192 条第 1号ないし第 7号に掲げる事項に変更が生じた場合には、

別途書面を備え置いて開示することといたします。 

 

以上 




































